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基本政策Ⅰ－１「子育て安心」

１　児童館事業

事業概要

現状の課題、課題解決に向けた取組

事業の成果

行政コスト計算書 単位：円

板橋区事業別行政評価シートの見方

　子育て支援の拠点としての充実や、子育てにかかる負担の軽減を図るため、さまざまな遊びなどのプログラ
ム、交流・相談事業、居場所の提供を行うことにより、児童の健全育成の推進を図ります。

　時代とともに変動する利用者ニーズを捉え、施設の整備や相談機能の充実・乳幼児親子の居場所作りな
ど、子育てにかかる様々な負担の軽減を図っていきます。また、子育て応援教室においては、講師謝礼の伴う
専門講師による派遣だけではなく、コストの最適化を図りながら、活動内容の充実に向けて検討していきます。
※子育て応援教室：保護者に対し、育児の知識や技術の向上とリフレッシュの機会を設定し、よりよい親子関
係づくりの支援を目的として、各種講演会・講習会、創作活動及び交流活動等を実施しています。

区分 指標名 単位
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 目標値

実績 実績 実績 計画 目標年度

指標
推移

①
児童館（全26館）の乳幼児及びその保
護者の年間延利用者数

人数 312,448

② 子育て応援教室参加人数
人数 5,773

③ 子育て応援教室実施回数
開催回数 239

377,093 443,307 650,000 650,000
達成率 48.0 58.0 68.2 100.0 令和７年度

16,711 42,000 50,000
達成率 11.5 33.4 38.5 84.0 令和7年度

19,260

834 1,000 1,000
達成率 23.9 83.4 93.2 100.0 令和7年度

932

0.06%

フルコスト　 511,600,912 100% 財　源 511,600,912 100%

人件費 435,247,228 85.08% 諸収入等 307,036

－

需用費 22,592,322 4.42% 区税等 511,293,876 99.94%

補助費等 6,040,804 1.18% － －

【需用費】児童向け遊具や消耗品の購入　／　【補助費等】主に子育て応援教室の講師謝礼など

【減価償却費】主に建物の減価償却に要する費用

【フルコスト構成割合の分析】
　フルコストの86％を「人件費」が占めています。また、減
価償却費がコストとして計上されていますが、これは児童
館という建物に対してかかっているコストを計上したもの
です。※実際に現金のやり取りが発生しているものでは
ありません。

【財源構成割合の分析】
　児童館事業の財源は、「諸収入等」が約0.06％を
占めておりますが、残りはすべて区の一般財源で
ある「区税等」で賄っています。

減価償却費 47,720,558 9.33% － － －

人件費
85.08%

需用費
4.42%

補助費等
1.18%

減価償却

費
9.33%

フルコスト構成割合

人件費 需用費

補助費等 減価償却費

諸収入等
0.06%

区税等
99.94%

財源構成割合

諸収入等 区税等

事業の成果
　具体的な成果指標ごとに令和2
年度からの成果の推移を表示して
います。

行政コスト計算書
　事業に係るフルコストとその財源を表示しています。
　「フルコスト」には一定期間の行政運営に伴う費用（人件費や需用費など）を表示し
ています。
　なお、引当金の繰入額や減価償却費といった「非現金取引」の費用についても計上し
ています。※引当金の繰入額は人件費に含んでいます
　「財源」には主に国や都からの補助金などがあります。
　また、欄外には各項目の特徴的な内容を記載しています。
　※四捨五入により、合計が100％にならない場合があります。

基本政策
「板橋区基本計画2025」における９
つの基本政策の中で該当の事業がどの
基本政策に属しているのか表示してい
ます。

フルコスト構成割合・財源構成割合の分析
　フルコスト・財源構成についての説明・分析を
記載しています。

「人件費」は、当該事業を遂行するために携わった区
の職員の人件費を計上しています。

※四捨五入により、合計が
100％にならない場合があり
ます。



基本政策Ⅰ－１「子育て安心」

１　児童館事業

事業概要

現状の課題、課題解決に向けた取組

事業の成果

行政コスト計算書 単位：円

　子育て支援の拠点としての充実や、子育てにかかる負担の軽減を図るため、さまざまな遊びなどのプログラ
ム、交流・相談事業、居場所の提供を行うことにより、児童の健全育成の推進を図ります。

　時代とともに変動する利用者ニーズを捉え、施設の整備や相談機能の充実・乳幼児親子の居場所作りなど、
子育てにかかる様々な負担の軽減を図っていきます。また、子育て応援教室においては、講師謝礼の伴う専
門講師による派遣だけではなく、コストの最適化を図りながら、活動内容の充実に向けて検討していきます。
※子育て応援教室：保護者に対し、育児の知識や技術の向上とリフレッシュの機会を設定し、よりよい親子関
係づくりの支援を目的として、各種講演会・講習会、創作活動及び交流活動等を実施しています。

区分 指標名 単位
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 目標値

実績 実績 実績 計画 目標年度

指標
推移

①
児童館（全26館）の乳幼児及びその保
護者の年間延利用者数

人数 312,448

② 子育て応援教室参加人数
人数 5,773

③ 子育て応援教室実施回数
開催回数 239

377,093 443,307 650,000 650,000
達成率 48.0 58.0 68.2 100.0 令和７年度

16,711 42,000 50,000
達成率 11.5 33.4 38.5 84.0 令和7年度

19,260

834 1,000 1,000
達成率 23.9 83.4 93.2 100.0 令和7年度

932

フルコスト　 511,600,912 100% 財　源 511,600,912 100%

85.08% 諸収入等 307,036

－

需用費 22,592,322 4.42% 区税等 511,293,876 99.94%

0.06%人件費 435,247,228

補助費等 6,040,804 1.18% － －

【減価償却費】主に建物の減価償却に要する費用

【フルコスト構成割合の分析】
　フルコストの約85％を「人件費」が占めています。また、
減価償却費がコストとして計上されていますが、これは児
童館という建物にかかる１年間の価値の減少分を費用と
して計上したものです。※実際に現金のやり取りが発生
しているものではありません。

【財源構成割合の分析】
　児童館事業の財源は、「諸収入等」が約0.06％を
占めておりますが、残りはすべて区の一般財源で
ある「区税等」で賄っています。

減価償却費 47,720,558 9.33% － － －

【需用費】児童向け遊具や消耗品の購入　／　【補助費等】主に子育て応援教室の講師謝礼など

人件費
85.08%

需用費
4.42%

補助費等
1.18%

減価償却費
9.33%

フルコスト構成割合

人件費 需用費

補助費等 減価償却費

諸収入等
0.06%

区税等
99.94%

財源構成割合

諸収入等 区税等

1



基本政策Ⅰ－１「子育て安心」

２　民間保育所整備事業

事業概要

現状の課題、課題解決に向けた取組

事業の成果

行政コスト計算書 単位：円

　民間事業者（社会福祉法人・株式会社等）を誘致し、認可保育所を整備します。民間保育施設整備に要す
る工事費や設備整備・改修等の経費を補助することで設置を促進し、待機児童の解消とその維持を目指すと
ともに、児童の健やかな成長と子育て世帯に対する育児と仕事の両立支援を行っています。

　待機児童解消のため、令和元年度に策定した「いたばし子ども未来応援宣言2025 第2編 板橋区子ども・
子育て支援事業計画（第2期）」に基づき、民間事業者（社会福祉法人・株式会社等）を誘致し認可保育所等
の整備に要する経費を補助することで設置等を促進してきた結果、令和５年４月１日現在の待機児童数はゼ
ロとなっております。
　今後は、新規開設園の必要性、施設の配置等を再検討し、地域ごとの保育需要を的確に見極めつつ、必
要な地域に認可保育所の整備を進めてまいります。

区分 指標名 単位
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 目標値

実績 実績 実績 計画 目標年度

指標
推移

① 新規施設定員増数
人 302

② 既存施設の増改築等に伴う定員増数
人 26

③ 待機児童数
人 80

217 66 0 0
達成率(%) － － － － 令和５年度

0 7 7
達成率(%) － － － － 令和５年度

1

36 0 0
達成率(%) － － － － 令和５年度

0

50.99%

「新規施設」とは認可保育所・小規模保育所・事業所内保育所・認定こども園を指しています。

フルコスト　 555,222,278 100% 財　源 555,222,278 100%

人件費 16,740,278 3.02% 国庫支出金 283,100,000

都支出金 234,953,000 42.32%補助費等 538,482,000 96.98%

【フルコスト構成割合の分析】
　フルコストの約97％を「補助費等」が占めていま
す。これは、新規施設整備等に要する費用とし
て、区が民間事業者に対して支払う補助金で、国
や都の補助事業を活用しています。今後は保育
需要の動向に合わせた整備や老朽化施設の建
替え等を進める必要があります。

【財源構成割合の分析】
　財源の約93％が「国庫支出金」「都支出金」と
なっています。これは、待機児童の解消に向
け、国の「子育て安心プラン」による保育所等整
備に係る補助率の引き上げや、都による整備費
補助の上乗せ、区市町村負担分の軽減等が行
われているためです。

－ － －

区税等 22,511,278 4.05%－ － －

2.64%財産収入等 14,658,000

【補助費等】主に民間事業者に対する施設整備補助金

人件費
3.02%

補助費等
96.98%

フルコスト構成割合

人件費 補助費等

国庫支出金
50.99%

都支出金
42.32%

財産収入等
2.64%

区税等
4.05%

財源構成割合

国庫支出金 都支出金

財産収入等 区税等

2



基本政策Ⅰ－２「魅力ある学び支援」

３　学校給食運営委託

事業概要

現状の課題、課題解決に向けた取組

事業の成果

行政コスト計算書 単位：円

　区立小中学校において、給食用設備・備品を計画的に更新するとともに、学校給食調理業務を事業者に
委託することで、安心で安全な学校給食を安定的に提供できる環境を整備しています。

　更新時期を迎えている区立小中学校の給食用設備・備品を計画的に更新します。また、給食調理室にエアコンが設
置されていない35校（早期に学校の改築又は長寿命化改修の実施が予定されている学校を除く）に対し、令和３・４年
度の２ヶ年で導入工事が完了しました。
　学校の改築・長寿命化改修時に給食室をドライ化し、安全で衛生的な学校給食を安定的に維持できる環境を整備し
ます。
※ドライ化：細菌の繁殖を防止するため、床に水が落ちない構造の施設・設備・機械等を使用し、床が乾いた状態で作
業が出来るシステム

区分 指標名 単位
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 目標値

実績 実績 実績 計画 目標年度

指標
推移

① 備品更新数（実績及び目標値は累計）
台 69

② 設備改修数（実績及び目標値は累計）
校 21

③
給食調理業務委託校
（実績及び目標値は累計）

校 68

77 88 98 117
達成率(%) 59.0 65.8 75.2 83.8 令和7年度

24 40 57
達成率(%) 36.2 41.4 50.0 69.0 令和7年度

29

68 69 69
達成率(%) － － － － 令和５年度

68

フルコスト　 1,939,405,128 100% 財　源 1,939,405,128 100%

諸収入 124,000 0.01%

委託料 1,759,188,549 90.71% ―

人件費 26,784,445 1.38%

需用費 153,432,134 7.91% 区税等 1,939,281,128 99.99%

【需用費】主に給食用備品の購入など　／　【委託料】主に給食調理業務委託

【フルコスト構成割合の分析】
　フルコストの約91％を「委託料」が占めていま
す。これは、区立小中学校73校のうち９割以上の
68校で給食調理業務を委託しているためであり、
児童・生徒に安心・安全な学校給食を提供するこ
とに寄与しています。

【財源構成割合の分析】
　給食運営委託の財源は、学校給食用牛乳パッ
ク売却収入である「諸収入」が約0.01％を占めて
おりますが、残りはすべて区の一般財源である「区
税等」で賄っています。

――

人件費
1.38%

需用費
7.91%

委託料

90.71％

フルコスト構成割合

人件費 需用費 委託料

諸収入

0.01％

区税等
99.99%

財源構成割合

諸収入 区税等

3



基本政策Ⅰ－2「魅力ある学び支援」

４　あいキッズ事業

事業概要

現状の課題、課題解決に向けた取組

事業の成果

行政コスト計算書 単位：円

　「あいキッズ」は、全児童を対象とした放課後子ども教室事業と就労家庭などを対象とした放課後児童健全
育成事業とを一体型として、平成27年度から区内の全区立小学校で実施しています。
　運営は民間法人に委託し、遊びやスポーツ、工作・読書、季節行事、地域の参加による交流・体験活動、
学習活動など、多彩なプログラムを実施しています。

　あいキッズの運営に関しては、運営評価、満足度アンケート、定期巡回など、あいキッズをより良くするため
の仕組みを一体的に活用し、引き続き、事業の改善と質の向上を図っていきます。また、課題としているあい
キッズのＩＣＴ化について、メールシステムの改修等によってDXを推進し、保護者の利便性と満足度を高めて
いきます。

区分 指標名 単位
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 目標値

実績 実績 実績 計画 目標年度

指標
推移

①
あいキッズ利用者満足度調査結果「満
足」「どちらかといえば満足」の割合

％ 91.2

②
あいキッズ総合評価「大変優れている」
「優れている」の学校数

校 27.0

③
あいキッズ総合評価「優」「良」の学校
数

校 ―

93.4 93.4 80.0 80.0
達成率 114.0 116.8 116.8 100.0 令和7年度

― ― 51.0
達成率 52.9 ― ― ― 令和7年度

―

35.0 35.5 40.0
達成率 ― 87.5 87.5 88.8 令和7年度

35.0

令和３年度から成果指標である「あいキッズ総合評価」の考え方を変更したため、指標②から③へ移行している。

フルコスト　 2,534,342,482 100% 財　源 2,534,342,482 100%

19.73%

人件費 113,281,242 4.47% 国庫支出金 379,039,000 14.96%

委託料 2,375,130,116 93.72% 都支出金 499,984,000

59.03%

維持補修費等 33,189,359 1.31% 分担金及び負担金 159,285,000 6.29%

公債費（利子） 165,500 0.01% 区税等 1,496,034,482

【維持補修費等】主に施設の補修や修繕工事に係る費用 ／ 【公債費（利子）】特別区債発行（あいキッズ建設費関連）に伴う利子返済分

【フルコスト構成割合の分析】
　フルコストの約94％を「委託料」が占めています。こ
れは主にあいキッズ管理運営委託に係る費用です。
また、施設の維持管理に必要な費用として、「維持補
修費等」や「減価償却費」が約２％を占めており、本費
用により、あいキッズの活動を支えています。

【財源構成割合の分析】
　あいキッズ事業の財源は、約41％を「国庫支出
金」及び「都支出金」、「分担金及び負担金」が占
めており、財源の一部を国や東京都からの補助金
で賄っています。

減価償却費 12,576,265 0.50% ― ― ―

人件費
4.47%

委託料
93.72%

維持補修費等
1.31%

公債費（利子）
0.01%

減価償却費
0.50%

フルコスト構成割合

人件費 委託料 維持補修費等

公債費（利子） 減価償却費

国庫支出金
14.96%

都支出金
19.73%

分担金及

び負担金
6.29%

区税等
59.03%

財源構成割合

国庫支出金 都支出金

分担金及び負担金 区税等
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基本政策Ⅰ－３「安心の福祉・介護」

５　福祉園運営

事業概要

現状の課題、課題解決に向けた取組

事業の成果

行政コスト計算書 単位：円

　知的障がいや身体障がいのある方を対象に、下記①～④のような障がい福祉サービスを提供しています。
①生活介護（常に介護を必要とする方に、入浴・排せつ・食事等の介護を行い、創作的活動や生産活動の機会を提供し
ます。）
②就労継続支援Ｂ型（一般企業等での就労が困難な方に、生産活動などの機会の提供や、就労に必要な知識及び能力
の向上のための訓練を行います。）
③児童発達支援センター（未就学の障がい児に 日常生活の基本的な動作や知識、技能の習得、集団生活への適応訓
練などの支援を行います。また、利用者の家族からの相談などにも対応します。）
④緊急保護事業（保護者や家族の病気、冠婚葬祭など、一時的に介護できなくなった場合に介護を行います。）

　現在、施設の老朽化が進んでおり、施設改修が課題となっています。また、障がいの重度・重複化、多様化
が進んでいる中で、様々なニーズに柔軟に応えられるよう、民営化を視野に入れた今後の施設のあり方を検
討していきます。

区分 指標名 単位
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 目標値

実績 実績 実績 計画 目標年度

指標
推移

①
モニタリングにおける[サービス提供に
関する事項」の評価

％ 85.0

②
利用者満足度調査の「ほぼ満足」以上
の割合

％ 82.5

③
家族満足度調査の「ほぼ満足」以上の
割合

％ 91.0

85.0 89.4 80.0 80.0
達成率 106.3 106.3 111.8 100.0 令和7年度

77.5 85.0 85.0
達成率 97.1 91.2 94.7 100.0 令和7年度

80.5

84.8

100%

80.0 80.0
達成率 113.8 106.0 101.5 100.0 令和7年度

81.2

フルコスト　 2,864,268,464 100% 財　源 2,864,268,464

48.11%

人件費 7,533,125 0.26% 都支出金 49,612,995 1.73%

委託料 2,562,042,783 89.45% 使用料・手数料 1,377,995,299

50.13%

維持補修費等 177,905,040 6.21% 財産収入等 690,637 0.02%

公債費（利子） 2,737,471 0.10% 区税等 1,435,969,533

【委託料】主に福祉園の指定管理料　／　【維持補修費等】主に施設整備に係る改修工事など　

【公債費（利子）】特別区債発行（福祉園建設費関連）に伴う利子返済分

【フルコスト構成割合の分析】
　フルコストの約90％を占めている委託料は、福祉園の管理
運営のために区が指定管理者に対して支払っている指定管
理料です。指定管理者はこの指定管理料等を活用して各福
祉園の運営を行い、様々なサービスを提供しています。な
お、指定管理者に対する指定管理料については、前年度の
施設運営状況を踏まえ、毎年度見直しを行っています。

【財源構成割合の分析】
　財源の約50％を区の一般財源である「区税等」で賄っ
ており、約48％を「使用料・手数料」で補填しています。
ただし、ここでいう「使用料・手数料」は障害者総合支援
法に基づく自立支援給付費（公費）のことで、フルコスト
における「委託料」の約半分を占めています。（公費負
担割合：国１/２、都１/４、区１/４）

減価償却費 114,050,045 3.98% － － －

人件費
0.26%

委託料
89.45%

維持補修費等
6.21%

公債費（利子）
0.10%

減価償却費
3.98%

フルコスト構成割合

人件費 委託料
維持補修費等 公債費（利子）
減価償却費

都支出金
1.73%

使用料・手数料
48.11%

財産収入等
0.02%

区税等
50.13%

財源構成割合

都支出金 使用料・手数料

財産収入等 区税等
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基本政策Ⅱ－2「心躍るスポーツ・文化」

６　体育施設運営事業

事業概要

現状の課題、課題解決に向けた取組

事業の成果

行政コスト計算書 単位：円

【委託料】主に体育施設の指定管理料　【公債費（利子）】特別区債発行（体育施設建設費関連）に伴う利子返済分

―

維持補修費等 147,862,180 9.71% 区税等 1,489,585,196 97.83%

― ―公債費(利子) 5,388,247 0.35%

【財源構成割合の分析】
　体育施設運営事業の財源は、国からの補助金
である「国庫支出金」と、「諸収入」が約1.2％を占
めておりますが、残りはすべて区の一般財源であ
る「区税等」で賄っています。

― ― ―

【フルコスト構成割合の分析】
　フルコストの約60％を占めている委託料は、体育施設
の管理運営のために区が指定管理者に対して支払って
いる指定管理料です。指定管理者はこの指定管理料等
を活用して各体育施設の運営を行い、様々なサービスを
提供しています。

減価償却費 460,046,696 30.21%

【新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴う体育施設の対応】令和元年度；令和2年3月2日～一般公開（個人利用）を中止
令和2年度；令和2年4月8日～5月31日　全館休館（屋外施設は5月30日から営業再開）　令和3年度：令和3年4月26日～5月31日
全館休館(屋外施設は5月12日より時短営業再開)令和3年7月1日～8月20日まで小豆沢体育館休館(イタリア来日のため)。

フルコスト　 1,522,673,920 100% 財　源 1,522,673,920 100%

1.23%

人件費 7,533,125 0.49% 国庫支出金 14,343,000 0.94%

委託料 901,843,672 59.23% 諸収入 18,745,724

70.0
達成率（％） － 78.7 － － 令和７年度

－55.1

92.2

％ － －

指標
推移

① 体育施設利用者数

② 利用者満足度

③
週１回以上スポーツを行っている区民
の割合

99.3 99.6 100.0 令和５年度

84.1 96.7 令和７年度
万人 100.0

93.3 94.0 94.0

125.0 153.0 176.0

93.5万人
達成率（％） 98.1

　区民のスポーツをする機会を増やすことを目的に体育施設の運営を行っています。区内には室内競技場、
武道場、トレーニングルーム、スタジオ、多目的室、会議室、温水プールを備えた5か所の屋内体育施設と、
野球場、庭球場、サッカー場、弓道場など１７の屋外施設があり、幅広い世代の多様なニーズに応えていま
す。

　板橋区では、指定管理者による施設管理を行っています。近年では、施設の老朽化が進み、設備の整備
経費が増加していることに加え、新型コロナウイルス感染症の影響により、新しい生活様式にあわせた施設
運営が求められています。毎月の館長会や職員による施設巡回を通じ、施設の状況把握に努め、指定管理
者と密に連携を図ることにより、安全で魅力的な施設運営を行っていきます。

区分 指標名 単位
令和2年度 令和3年度

182.0
達成率（％） 54.9 68.7

令和4年度 令和5年度 目標値
実績 実績 実績 計画 目標年度

人件費
0.49%

委託料
59.23%維持補修費等

9.71%

公債費(利子）
0.35%

減価償却費
30.21%

フルコスト構成割合

人件費 委託料

維持補修費等 公債費(利子）

減価償却費

国庫支出金
0.94%

諸収入
1.23%

区税等
97.83%

財源構成割合

国庫支出金 諸収入 区税等

6



基本政策Ⅱ－2「心躍るスポーツ・文化」

７　文化財保護管理事業

事業概要

現状の課題、課題解決に向けた取組

事業の成果

行政コスト計算書 単位：円

―維持補修費 242,000 0.27% ― ―

　郷土芸能大会や文化財講座、いたばし文化財ふれあいウィークといった各種普及公開事業を実施し、区民
が身近な視点で文化財に接することで、文化財や郷土芸能への保護意識の醸成を図っています。
　さらに、板橋区文化財保護条例に基づき、保存に努めるべき文化財の指定・登録を進めていくことで、次世
代にそれを継承し、保護・管理しています。

　令和４年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、一部の事業で事前申込制・定員制限など実施方
法の見直しを行いながら、いたばし文化財ふれあいウィークや説経浄瑠璃鑑賞会をはじめとする文化財普及
公開事業を実施しました。また、文化財に対する区民意識の更なる向上のため、ＳＮＳ等を活用しながら、情報
発信に力を入れています。今後は、郷土芸能伝承館や郷土資料館など文化施設との連携を意識し、各種の
事業を通じて歴史的価値の継承や文化観光拠点としての魅力発信に向けた取組を進めていきます。

区分 指標名 単位
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 目標値

実績 実績 実績 計画 目標年度

指標
推移

① 登録文化財（指定文化財）件数
件 189

② 文化財講座・史跡散歩参加者数
人 93

③
クラウドファンディング寄付額（旧粕谷
家住宅）※累計

円 2,211,574

191 190 192 200

達成率 94.5 95.5 95.0 96.0 令和7年度

180 400 400

達成率 23.3 45.0 53.0 100.0 令和7年度

212

3,663,574 - 3,000,000
達成率 73.7 122.1 － - 令和3年度

－

登録文化財件数は文化財の技術保持者の逝去により減となっています。文化財講座・史跡散歩参加者数は事業回数
の増加に伴い、実績が増加していますが、定員制限などによりコロナ禍前の参加者数には至っていません。
旧粕谷家住宅のクラウドファンディングは令和元年度から3年度にかけて実施し、目標値を達成しました。

フルコスト　 90,115,740 100% 財　源 90,115,740 100%

3.61%

人件費 56,916,945 63.16% 国庫支出金 6,511,000 7.23%

委託料 23,565,054 26.15% 都支出金 3,255,000

6,545,788 7.26% 諸収入等 70,230

【財源構成割合の分析】
　文化財保護管理事業の財源は、約89％を区の一般
財源である「区税等」で賄っています。また、「国庫支出
金」と「都支出金」が約11％を占めており、事業を進める
にあたり、一部を国や東京都からの補助金で賄ってい
ます。

【フルコスト構成割合の分析】
　フルコストの約26％を「委託料」が占めています。委託
料には、文化財調査や旧粕谷家住宅などの区内文化
財の管理に係る費用が計上されており、文化財の継承
や保護意識の醸成を図っています。

0.08%

区税等 80,279,510

補助費

減価償却費 2,845,953 3.16%

【委託料】主に文化財調査、旧粕谷家住宅管理等に係る費用／【諸収入等】主に講座・講習会等参加者負担金

89.08%

人件費

63.16%

委託料
26.15%

補助費

7.26%

減価償却費

3.16%

維持補修費等

0.27%

フルコスト構成割合

人件費 委託料

補助費 減価償却費

維持補修費等

国庫支出金

7.23%

都支出金

3.61%

諸収入等

0.08%

区税等

89.08%

財源構成割合

国庫支出金 都支出金

諸収入等 区税等
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基本政策Ⅱ－3「光輝く板橋ブランド・産業活力」

８　にぎわいのあるまちづくり事業

事業概要

現状の課題、課題解決に向けた取組

事業の成果

行政コスト計算書 単位：円

　地域経済の基盤であり、地域コミュニティの核として多様な機能を有する商店街の活性化及び新しい商店
街づくりの振興を図るため、商店街が主体的に行うイベント事業や活性化事業に対して必要な補助金を交付
しています。

　新型コロナウイルス感染症の影響により中止・縮小していた商店街が実施するイベント等が、再開しはじめ
ています。地域のにぎわい創出、地域経済活性化を図るため、引き続き社会情勢の変化を的確に捉え、商
店街や事業者のニーズに沿った支援を模索していきます。

区分 指標名 単位
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 目標値

実績 実績 実績 計画 目標年度

指標
推移

①
身近な商店街に好意的な印象を持つ
区民の割合

％ ―

② イベント参加者延べ人数
人 245,830

③ 街区内商店街加入率
％ 83.1

52.0 ― ― 60.0
達成率 ― 86.7 ― ― 令和7年度

363,400 500,000 500,000
達成率 49.2 72.7 110.9 100.0 令和7年度

554,500

75.7 85.0 85.0
達成率 97.8 89.2 89.7 100.0 令和7年度

76.2

【身近な商店街に好意的な印象を持つ区民の割合】板橋区区民意識意向調査・区民満足度調査（２年に１回）における
「身近な商店街に対する印象」において、好意的な印象を持っている区民の割合

フルコスト　 114,280,278 100% 財　源 114,280,278 100%

57.69%

補助費等 89,429,000 78.25%

42.31%人件費 16,740,278 14.65% 都支出金 48,356,000

委託料 8,111,000 7.10% 区税等 65,924,278

― ― ―

【補助費等】主に区内商店街に対する「にぎわいのあるまちづくり事業補助金」

【フルコスト構成割合の分析】
　フルコストの約78％を占める「補助費等」は、商店街や個店
が主体的に行う事業に対して区が支援を行うことで、地域経済
の活性化や個店の経営の安定と発展を図るためのものであ
り、にぎわいのあるまちづくりの実現に寄与しています。また、
委託料は、区内の企業又は店舗等の経営層を対象とした、自
ら学び・実践し、商売繁盛の仕組を身につけるための人材育
成プログラムの実施に係る費用となっており、区内の魅力ある
店舗の創出をめざしています。

【財源構成割合の分析】
　財源構成割合をみると、約42％を「都支出金」が
占めており、財源の一部を東京都からの補助金で
賄っています。東京都からの補助金を有効活用
し、引き続き本事業を進めていきます。

人件費
14.65%

委託料
7.10%

補助費等
78.25%

フルコスト構成割合

人件費 委託料 補助費等

都支出金
42.31%

区税等
57.69%

財源構成割合

都支出金 区税等
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基本政策Ⅲ－1「緑と環境共生」

９　熱帯環境植物館事業

事業概要

現状の課題、課題解決に向けた取組

事業の成果

行政コスト計算書 単位：円

　熱帯環境植物館は、区民に熱帯の植物及び生物の鑑賞の機会を提供し、自然環境保護に関する知識の普
及啓発を図るとともに、余暇利用の増進に寄与することを目的として、平成６年９月に開設されました。世界三
大熱帯雨林の一つである東南アジアの熱帯雨林を再現し、生態展示や各種企画事業で楽しみながら学ぶこ
とのできる体験型施設となっています。平成１７年度から指定管理者制度を導入し、令和元年（平成３１年）９月
に開館２５周年を迎えました。

　近年、施設の経年劣化が進んだため、令和３年度にリフレッシュオープンを迎えました。
　企画展においては、熱帯環境の視点のみならず、地球環境問題に対する意識啓発向上、脱炭素やＳＤＧｓ
に関する情報提供を効果的に行うことが課題です。幅広い層を対象とする魅力的なイベントの企画やＤＸ化の
推進など、新しい生活様式に則した施設運営を図っていきます。

区分 指標名 単位
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 目標値

実績 実績 実績 計画 目標年度

指標
推移

① 熱帯環境植物館の入館者数
人 35,861

②
自然環境に関するイベントによって意
識の変化があった割合

％ －

③ 企画展示・イベント実施回数
回 11

100,581 122,830 130,000 130,000

達成率(%) 27.6 77.4 94.5 － 令和７年度

86.2 89.0 ⇗

達成率(%) － － － － －

88.8

32 50 ⇗

達成率(%) － － － － －

52

100.00%

【新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴う対応】令和3年4月26日～令和3年5月31日休館、令和3年6月1日より一部事
業縮小し、再開（入場制限有）

フルコスト　 192,294,982 100% 財　源 192,294,982 100%

人件費 11,718,195 6.09% 区税等 192,294,982

－

委託料 130,588,593 67.91% － － －

維持補修費等 2,319,162 1.21% － －

【委託料】主に熱帯環境植物館の指定管理料　／　【維持補修費等】主に施設の補修や修繕工事に係る費用

【フルコスト構成割合の分析】
　フルコストの約68％を占めている委託料は、熱帯環境
植物館の管理運営のために区が指定管理者に対して支
払っている指定管理料です。指定管理者はこの指定管
理料等を活用して熱帯環境植物館の運営を行い、様々
なサービスを提供しています。

【財源構成割合の分析】
　熱帯環境植物館の財源は、すべて区の一般財
源である「区税等」で賄っています。

減価償却費 47,669,032 24.79% － － －

人件費
6.09%

委託料
67.91%

維持補修費等
1.21%

減価償却費
24.79%

フルコスト構成割合

人件費 委託料

維持補修費等 減価償却費

区税等
100.00%

財源構成割合

区税等
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基本政策Ⅲ－3「快適で魅力あるまち」

１０　放置自転車撤去・保管事業

事業概要

現状の課題、課題解決に向けた取組

事業の成果

行政コスト計算書 単位：円

　道路上に放置される自転車は、歩行者の安全な通行の妨げとなるほか、緊急車両等の通行の障害や、街
の景観を損なうこととなります。放置自転車の削減と区内の安全を確保するため、特に駅前は放置禁止区域
と定め、重点的に放置されている自転車・バイクの撤去や保管、返還業務を行っています。

　放置自転車の撤去台数は、放置自転車への札付けや店舗への声掛けなどの放置防止活動によって減少
傾向にあります。
　今後も、駅前広場の活用や新たな整備方針を検討し、自転車駐車場の整備や新たな交通器具への対応
など社会環境の変化を見据えながら効率的・効果的な対策の研究を進め、放置自転車対策を継続していき
ます。

区分 指標名 単位
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 目標値

実績 実績 実績 計画 目標年度

指標
推移

① 放置自転車の年間撤去台数
台 7,647

② 自転車駐車場の利用台数
台 17,245

5,697 4,500.0 ⇘

達成率 ― ― 令和7年度

5,887

17,681 17,413 ― 20,000

74.7 76.5 87.1 ―

― ―

令和7年度

③ 放置自転車台数
台 716 643 399.0 ⇘

達成率 ― ― ― ― 令和7年度

505

達成率

6.21%

【放置自転車の年間撤去台数】及び【放置自転車台数】継続的な放置防止活動によって、減少傾向にあります。

フルコスト　 174,041,651 100% 財　源 174,041,651 100%

人件費 13,392,222 7.69% 使用料・手数料 10,809,100

93.79%

維持補修費等 1,160,500 0.67% － －

委託料等 159,488,929 91.64% 区税等 163,232,551

【委託料等】主に放置自転車対策業務委託に係る費用や放置自転車の保管所の管理（警備や機器の保守）に係る費用

【フルコスト構成割合の分析】
　フルコストの約92％を「委託料等」が占めていま
す。これは、放置自転車対策業務に要する経費で
あり、放置自転車の減少により、歩行者空間の確
保、ひいては駅前の安全確保をめざしていくのに
欠かせないものです。

【財源構成割合の分析】
　財源構成割合の約6％を使用料・手数料で賄っていま
す。この「使用料・手数料」は、放置自転車返還の際に
得られる撤去手数料です。残りの約94％は、区の一般
財源である「区税等」で賄っています。

－

人件費
7.69%

委託料等
91.64%

維持補修費等
0.67%

フルコスト構成割合

人件費 委託料等 維持補修費等

使用料・手数料
6.21%

区税等
93.79%

財源構成割合

使用料・手数料 区税等
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基本政策Ⅲ－3「快適で魅力あるまち」

１１　区営住宅運営

事業概要

現状の課題、課題解決に向けた取組

事業の成果

行政コスト計算書 単位：円

　公営住宅法に基づき、住宅に困窮する区民に対して、低家賃の住宅を区営住宅として提供しています。対
象者の生活の安定と、福祉の増進に寄与する住宅の供給を行っています。

　区が建設した住宅として2棟目となる志村坂下住宅が令和4年度に竣工しました。令和2年度竣工の小茂根
一丁目住宅に引き続き、1ＤＫから3ＤＫまでの住戸タイプを整備することにより、さまざまな世帯が入居できる住
宅としました。また、子育て世帯や障がい者世帯等が当選しやすくなる優遇抽せんを実施し、公営住宅をより
必要とする世帯が入居しやすくなっています。こうした取組みをさらに推進することで、ミクストコミュニティ（※）
の創設に向けて、より良い区営住宅の運営をめざしていきます。
（※高齢者や子育て世代など様々な世代を繋げるコミュニティ）

区分 指標名 単位
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 目標値

実績 実績 実績 計画 目標年度

指標
推移

① 区営住宅戸数
戸 509

② 区営住宅入居率
率 92.5

③ 区営住宅使用料収納率
率 96.6

509 595 595 752
達成率 67.7 67.7 79.1 79.1 令和17年度

94.4 100.0 100.0
達成率 92.5 94.5 91.5 100.0 令和5年度

91.5

96.4 100.0 100.0
達成率 96.6 96.5 96.0 100.0 令和5年度

95.9

0.09%

※区営住宅戸数は令和17年度に向けて752戸をめざしていきます。

フルコスト　 374,898,549 100% 財　源 374,898,549 100%

人件費 8,370,139 2.23% 国庫支出金 322,000

52.13%

委託料 219,059,487 58.43% 都支出金 15,401,000 4.11%

補助費等 1,497,200 0.40% 使用料・手数料 195,446,000

―

公債費（利子） 1,954,566 0.52% 区税等 163,729,549 43.67%

減価償却費 144,017,157 38.41% ― ―

【減価償却費】主に区営住宅の建物及び設備に関する減価償却費　【委託料】主に住宅の管理運営に関する費用

【公債費（利子）】特別区債発行（区営住宅建設費関連）に伴う利子返済分

【フルコスト構成割合の分析】
　「委託料」が約58％を占めています。委託料は、主に
老朽化に伴う設備更新や設備保守点検といった住宅
の維持管理に係る費用であり、区営住宅を適正に管
理していく上で必要不可欠なものです。

【財源構成割合の分析】
　財源構成の内、「使用料・手数料」が約52％を占
めています。これは、主に区営住宅の入居者が一
定の割合で負担している賃貸料となっています。

人件費
2.23%

委託料
58.43%

補助費等
0.40%

公債費（利子）
0.52%

減価償却費
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フルコスト構成割合
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国庫支出金 都支出金 使用料・手数料 区税等

11


